
令和元年度 鹿背山城なんでも知ろう 

連続講座 第 2 回・講演会と見学会 

① 演 題：『鹿背山城を築城した興福寺と明治維新』 

    興福寺は中世大和一国を支配する寺ですが、江戸時代になると普通の寺に 

なって明治維新を迎えます。王政復古で成立した維新政府ですが、お金は全く 

無く興福寺に献米（献金）を依頼。興福寺は政権がどう変わるか分からない 

時点（慶応 3 年末）で、いち早く維新政府側に付き献金するが、結果として 

廃寺になってしまう。その裏には岩倉具視の陰謀があるとみる。 

  日本一の寺が明治維新とどのように拘わり、排仏毀釈になったのかを考え

る。 

講 師 ： 岩 井 照 芳氏（当会々長） 

 

日 時 ： 令和元年 11 月 3 日（日） 開演 10：15～11：45 

場 所 ： 北別館 1階会議室  ☎ 0774－71－8900（北別館） 

参加費 ： 無 料        定員 ： 40名（先着順） 

主 催：木津の文化財と緑を守る会    後 援：本町東地域 

 

② 興福寺旧境内 162 万坪の見学会 

明治初年までは東向き通りから東側にある民家・店や旅館（奈良ホテル等） 

や官庁（県庁・裁判所・博物館等）及び奈良公園のほとんどは興福寺旧境内 

で、池の底や堤防の下にも百近い塔頭が建っていました。その面積はなんと 162

万 4千余坪という広大な敷地でした。この維新期の旧境内地を探索いた 

します。 

講 師 ： 岩 井 照 芳氏（当会々長） 

 

日 時 ： 令和元年 11 月 10 日（日） 13：30（集合） 

場 所 ： 近鉄奈良駅 行基噴水前集合 

参加費 ： 無 料    定 員： 60名（11/3 の講演会参加者を優先） 

問合せ先： ☎ 0774－72－0014 岩井まで 

主 催 ： 木津の文化財と緑を守る会    後 援：本町東地域 


